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表 2  各種シースの耐環境性

電線・ケーブルの種類 記号 規　格 汎用 耐圧 安全増 本安 　　　　　　備　　考
絶
縁
電
線

600V ビニル絶縁電線 IV JIS C3307 ◎ ◎ ◎ ○ 断面積 1.25mm2 以上がよい
電気機器用ビニル絶縁電線 KIV JIS C3316 ○ ○ ○ ○ 同上
600V 二重ビニル絶縁電線 HIV JIS C3317 ○ ○ ○ ○ 同上

ケ

ー

ブ
ル

制御用ビニル絶縁 
ビニルシースケーブル

CVV JIS C3401 ◎ ◎ ◎ ◎ 断面積0.75～2.0mm2 以上がよい

制御用ポリエチレン絶縁 
ビニルシースケーブル

CEV JIS C3401 ◎ ◎ ◎ ◎ 同上

制御用ポリエチレン絶縁 
ポリエチレンシースケーブル

CEE JIS C3401 ◎ ◎ ◎ ◎ 同上

計装ケーブル KPEV JIS C3401 ◎ ◎ ◎ ◎ 同上
架橋ポリエチレンケーブル CV JIS C3606 ◎ ○ ○ ○  

表 1  計装工事で主に使用されている電線・ケーブル

• 上記表に示すもののうち、とくに◎印を推奨する。
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耐水性
吸水性 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
透湿性 △ △ ○ ◎ ◎ ○ ◎

耐　 寒　 性 △ △ ◎ ○ ◎ ○ ◎
耐　 熱　 性 ○ ○ △ ○ ○ ○ ◎
耐　 光　 性 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
耐　 油　 性 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
耐　 振　 性 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○
耐　 炎　 性 △ △ × × ○ ○ ○
耐　 酸　 性 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
耐 アルカ リ 性 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ △
耐 摩 耗 性 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

シ
ー
ス

コ
ル
ゲ
ー
ト

（
Ｌ
Ａ
Ｐ
）

シ
ー
ス

ラ
ミ
ネ
ー
ト

　計装工事における配線（計装配線）は次の3種類に大 
別されます。①信号配線：アナログ信号、デジタル信 
号、温度計信号用など、②電源配線：AC/DC の電源 
用、③制御配線：警報やインターロック回路の信号用 
など。
　これらの計装配線は、電気設備技術基準の電圧の分 
類上ではすべて低圧回路に属し、具体的には低圧用電 
線・ケーブルまたは通信ケーブルが使用されます。表 
1 に、計装配線に使用される主な電線・ケーブルの種 
類を示します。一般に、電源配線には絶縁電線が、信 
号配線や制御配線にはケーブルが使用されます。

電線・ケーブルの選定
　1．芯線の太さ（断面積）
　電源配線の場合、計器盤や現場計器などの電源供 
給に当たっては、配線による電圧降下に注意する必 
要があります。長距離配線や大電流を通す配線の場 
合は、あらかじめ電圧降下の計算をして芯線の太さ 
を決定する必要があります。信号配線や制御配線に 
ついては、低電流の場合が多いため、一般に芯線の太 
さはあまり問題にならず、むしろケーブル敷設時の 
引っ張り強さなどを考慮に入れて、断面積が 0.9mm2 
/1.25mm2/2.0mm2の芯線をもつケーブルが使用され 
ます。
　なお、絶縁電線やケーブルの端末処理には、多くの 
場合圧着端子が使われます。圧着端子のサイズに対 
応して、使用できる芯線の太さに制約があり、ひいて 
は端子台のサイズに適合しない場合もあるので注意 
が必要です。たとえば、圧着端子の使用ネジの呼び径 

【（株）エム・システム技研 システム技術部】

で M3 サイズ（1.25−3 サイズ）の圧着端子では0.5/0.75 
/0.9/1.25mm2、M3.5 サイズ（2−3.5 サイズ）では 1.25 
/2.0mm2、M4サイズ（5.5 −4 サイズ）では 3.5/5.5mm2 
の芯線が適合します。
　2．絶縁材料、シースの材料
　絶縁電線・ケーブルを敷設する場所の雰囲気や敷
設方法に対応して、 
絶縁材料およびシー 
ス（外装 / 被覆）の材 
料を選定します。た 
とえば、腐食性ガス 
の雰囲気の程度、溶 
剤の有無、高温また 
は低温の場所、機械 
的振動の程度などの 
諸条件を考慮しま
す。表 2 に代表的なシースの耐環境性を示します。
　3．施工、保守の容易さと経済性
　絶縁電線やケーブルは、種類によって物理的性質 

（柔軟性や引っ張りに対する強度など）も異なり、施工 
や保守の容易さにも影響します。また長期的な保守 
の面からは、耐環境性が重要です。これらを、材料単 
価を含めた総合的な経済性から判断し、種類を選定 
する必要があります。特別な条件がない一般的な計 
装工事では、信号配線や制御配線には KPEV が、電源 
配線には IV が使用される例が多いといえます。
　4．補償導線
　信号配線の中でも特別なものとして、熱電対用の 
補償導線があります。補償導線は、JIS C 1610（または 
ANSI）で別途指定された種類の中から選定します。芯

線の太さについては、一般に 1.3mm2 

または 2.3mm2 が使用されます。  

計装配線用電線・ケーブルについて
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